








最終造影

















最終造影



アプローチ
両側とも上腕動脈からアプローチとした。

ステント
極力回避すべきものであり、幸いにもballoonのみで治療しえた。
解離を形成しないよう、まずアンダーサイズのバルーンで狭窄の解
除を試みるべきであると思われる。

ABIは0.83/0.90まで改善し間欠性跛行は消失した。
現在約半年が経過したが症状の再発およびABIの低下は認めていな
い。


